
学力向上を狙った授業の質保証に向けた取り組み
について

こども教育課
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授業の質向上に向上に向けた４つの方針

1. 単元の見通しに力点を置いた授業構成

2. 振り返りを重視した授業構成

3. 授業研究の質的転換による学校風土の改善

4. ICTの活用

学力向上 人材育成
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単元の見通しに力点を置いた授業構成

単元のまとまりを見通したうえでつけたい力を明確にすることで、1時間単位
の授業質の向上につなげていく。指導案より → 単元計画へ

（従来）「チョークアンドトーク」中心
方法論に力点

現行の学習指導要領では

どのように教

えるのか

どんな力を付

けさせるのか

（これからは）「児童生徒の主体的な学び」へ

※ 単元・・各教科における学習におけるつながりのあるひとまとまりのこと
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単元の見通しに力点を置いた授業構成の例

中学校 保健体育課における実践

期待する学びの姿を踏
まえることで、導入の
工夫や、展開の場面で
すること、終末で欠か
せないことがより明確
になる。
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振り返りを重視した授業構成

児童生徒の「主体的な学習」にも「振り返り」の重要性を意識

次の学習への

原動力

成長を

意識

充実感・

達成感

中核とな
る知識

場面

場面

場面

知識

知識

知識

知識

知識

「書くことの重要性」
→学びを丁寧に見つめ直し、様々な情報
として知識を関連付けていく

OPPAシートの例
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授業研究の質的転換による学校風土の改善１

「指導案の出来栄えが重視」
「イベント的な授業」
「授業者の力量の品定め」

「気になった場面は“代案”の提案」
「キャリア、教科を超えて互いの違いを広く受
け止めて「子どもの学び」を中心とした議論へ
の転換
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授業研究の質的転換による学校風土の改善２
（生徒による授業アンケートの導入）

中学校以上では、生徒による授業アンケートを授業改善
の資料として積極的に活用することを推進

主体的な学びをを目指すうえで、学習の主体である生徒
の認識を重要な尺度としてとらえる。
アンケートを通して必ず把握するのは「授業を受けて学
力の向上や自分の進歩を実感できているか？」
この尺度が高い生徒は、その科目を学ぶことに対する自
己効力感を保ち、興味関心を抱くことがデータ上有意
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ICTの活用１

GIGAスクール構想に伴う一人一台タブレットの導入により、児童生徒の学びの在り方が大
きく変わった。高梁市では新しい学びの在り方に向けて積極的に実践を積み上げている。

つながり個別最適化 学ぶ方法の自由
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ICTの活用１ （R4全国学力・学習状況調査 児童・生徒質問紙）

中学校第３学年

➢ １、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用し
ましたか。（中学校第３学年）

➢ ５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しました
か。（小学校第６学年）

1.ほぼ毎日 2.週３回以上 3.週１回以上 4.月１回以上 5.月１回未満

高梁市 岡山県 全国

小学校 82.1 53.8 58.2

中学校 62.1 45.6 50.9

「ほぼ毎日」、「週３回以上」と回答した児童生徒の合計（％）
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県内でも先進的なICTの利活用の推進

県が発行する冊子や資料に本市の事例が多く掲載

ICTの活用２

「家庭学習と授業の連携～１人１台端末を活用して～ 岡山県教育庁高校教育課教育情報化推進室・義務教育課
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